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■目次
■調査概要

【調査結果 詳細】

■対象分野
■役職・担当
■情報発信に役立っているか
■情報発信に役立っている理由
■情報発信に役立っている機能
■情報発信に役立っていない理由
■外部サービスの中で、インデックスされることで発信力の強化につながっていると感じるもの
■J-STAGEへの登載作業を実施する作業担当者
■「組版」の作業担当者
■全文XML登載状況
■J-STAGEが提供する全文XML作成ツール利用状況
■どのようなツールを利用して全文XML登載をしているか、またはする予定か
■J-STAGEが提供する全文XML作成ツールにどのような改善がされればより使いやすくなる、または使いたいと思うか
■論文の根拠となる研究データの公開についての考え
■論文に付随する研究データの保存・公開等について投稿規程等で定めているか
■J-STAGE Dataの利用状況
■直近1年間にアップデートを行ったJ-STAGEの機能や公開画面の表示のうち、知っていたもの
■政府の即時オープンアクセス対応状況
■エンバーゴ期間・認証の設定
■APC（論文掲載料）の設定状況
■著作権の規程
■査読方式
■役に立ちそうなJ-STAGEの新たなサービス
■ダッシュボード機能の機能拡張について意見・希望
■J-STAGEの運営する広報媒体・イベント等で取り上げてほしい内容
■プレプリントサーバで公開された原稿について、その投稿を認めているか
■Jxivが整備しているプレプリント許容リストへの誌名記載の意向
■プレプリントサーバで公開された原稿の投稿を認めていない現在の状況
■プレプリントの投稿を認めていない理由
■プレプリントに関する方針の投稿規定への記載状況
■掲載する論文における、プレプリントの引用
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国立研究開発法人科学技術振興機構が提供する主要な情報サービ
スについて、各サービスの利用状況、認知度、利用シーンや類似サービ
スとの比較・選択状況を明らかにするための調査を実施し、結果を事業
企画に活用する。

J-STAGEで資料を公開している機関

942件

インターネット調査

2024年11月20日（水）～2024年12月23日（月）

自由記述回答は抜粋し表記。

■調査概要

調査目的

調査対象

サンプル数

調査手法

調査期間

特記事項
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調査結果 詳細
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■対象分野

●対象分野は、「一般医学・社会医学・看護学」が19.7％と最も高く、次いで「臨床医学」の17.9％、「生物
学・生命科学・基礎医学」の17.1％の順に続いている。

Q3 貴誌の対象分野を選んでください。【最大3つ選択可】

単位：％N=942

19.7 
17.9 

17.1 
15.3 

12.3 
10.4 

9.3 
9.1 

7.5 
7.5 

7.2 
6.1 
5.9 

5.2 
5.0 

4.8 
4.2 

4.0 
4.0 

3.5 
3.5 
3.4 

2.9 
2.3 

0.7 
7.3 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

一般医学・社会医学・看護学

臨床医学

生物学・生命科学・基礎医学

心理学・教育学

農学・食品科学

社会学

経済学・経営学

一般工学・総合工学

化学

文学・言語学・芸術学

環境学

情報科学

学際科学

ナノ・材料科学

人類学・史学・地理学

地球科学・天文学

法学・政治学

建築学・土木工学

電気電子工学

歯学

薬学

機械工学

物理学

哲学・宗教

数学

上記のどれにも当てはまらない
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■役職・担当

●回答者の役職、担当は、「学協会事務局」が52.7％と最も高く、次いで「編集委員長」の24.5％、「編集
委員」の9.0％の順に続いている。

Q4 資料の発行におけるあなた（回答者）の役職、担当を選んでください。【1つ選択】

単位：％N=942

52.7 

24.5 

9.0 

4.0 

9.8 

学協会事務局

編集委員長

編集委員

登載業務委託先（印刷会社等）

その他
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■情報発信に役立っているか

●J-STAGEが情報発信に役立っているかは、「役に立っている」が79.8％、「まあまあ役に立っている」が
15.1％。ポジティブな回答が94.9％を占め、大多数が満足した様子がうかがえる。

Q5 J-STAGEは貴誌の情報発信に役立っていますか。【1つ選択】

単位：％N=942

79.8 

15.1 

5.1 

0.0 

役に立っている

まあまあ役に立っている

あまり役に立っていない

まったく役に立っていない
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■情報発信に役立っている理由

●J-STAGEが情報発信に役立っている理由は、「閲覧数が順調に増加している」が65.1％と最も高く、次い
で「投稿数が順調に増加している」の31.8％、「記事に関する問合せ等の反響があった」の20.5％の順に続い
ている。

Q5-1 J-STAGEが貴誌の情報発信に役立っている理由を選んでください。【複数選択可】

単位：％N=894

65.1 

31.8 

20.5 

17.3 

9.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

閲覧数が順調に増加している

投稿数が順調に増加している

記事に関する問合せ等の反響があった

引用数が順調に増加している

海外からの反響が感じられる
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■情報発信に役立っている機能

●J-STAGEが情報発信に役立っていると思われる機能は、「論文を電子データとして公開できる」が95.0％と
最も高く、次いで「DOI（デジタルオブジェクト識別子）を論文に付けられる」の61.0％、「CiNii等の主要な文
献データベースに自動的に収載される」の47.2％の順に続いている。

Q5-1-1 J-STAGEが貴誌の情報発信に役立っていると思われる機能を選んでください。【複数選択可】

単位：％N=894

95.0 

61.0 

47.2 

29.3 

28.7 

15.0 

0.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

論文を電子データとして公開できる

DOI（デジタルオブジェクト識別子）を論文に付けられる

CiNii等の主要な文献データベースに自動的に収載される

論文の早期公開ができる

論文の被引用情報を表示できる

電子付録を公開できる

その他
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■情報発信に役立っていない理由

●J-STAGEが情報発信に役立っていない理由は、「投稿数が思わしくない」が47.9％と最も高く、次いで「使
いこなせていない（登載作業が複雑)」の27.1％、「閲覧数が思わしくない」の22.9％の順に続いている。

Q5-2 J-STAGEが貴誌の情報発信に役立っていない理由を選んでください。【複数選択可】

単位：％N=48

47.9 

27.1 

22.9 

20.8 

16.7 

10.4 

8.3 

6.3 

6.3 

16.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

投稿数が思わしくない

使いこなせていない（登載作業が複雑)

閲覧数が思わしくない

使いこなせていない(使い方に関する情報が不足している)

引用数が思わしくない

発行機関内でJ-STAGE公開を運用する体制が確立していない

サイトのデザインが海外プラットフォームに比べて見劣りしている

利用開始から間がない

J-STAGEの機能が不十分である

その他



©Japan Science and Technology Agency 10

■外部サービスの中で、インデックスされることで発信力の強化につながっていると感じるもの

●インデックスされることで発信力の強化につながっていると感じる外部サービスは、「J-GLOBAL （JST）」が
30.9％と最も高く、次いで「Web of Science （Clarivate Analytics）」の20.6％、「Scopus 
（Elsevier）」の19.5％の順に続いている。
「特になし・わからない」は40.9％であった。

Q6 以下の外部サービスの中で、インデックスされること（データベースに収載され、検索が可能になること）で貴誌の発信力の強化につながっていると感じるもの（そ

のデータベースからのアクセス数が多いものなど）を選んでください。 選択肢にない場合は、「17. その他」を選択し自由入力欄に書いてください。【複数選択可】

単位：％N=942

30.9 

20.6 

19.5 

17.7 

17.5 

10.0 

8.9 

8.1 

6.8 

5.3 

3.2 

1.9 

1.6 

1.2 

0.2 

40.9 

1.7 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

J-GLOBAL （JST）

Web of Science （Clarivate Analytics）

Scopus （Elsevier）

医中誌Web （医学中央雑誌刊行会）

PubMed （NLM）

メディカルオンライン （メテオ）

JDreamⅢ （ジー・サーチ）

MEDLINE （NLM）

PMC （NLM）

DOAJ

SciFinder （CAS）

東日本大震災アーカイブ （国立国会図書館）

百度

Inspec （IET）

Airiti Library （Airiti）

特になし・わからない

その他



©Japan Science and Technology Agency 11

■J-STAGEへの登載作業を実施する作業担当者

●J-STAGEへの登載作業を実施する作業担当者は、「登載業務委託先（印刷会社）」が54.2％と最も
高く、次いで「学協会事務局」の23.1％、「編集委員」の9.9％の順に続いている。

Q7  貴誌においてJ-STAGEへの登載作業を実施する作業担当者を選んでください。【1つ選択】

単位：％N=942

54.2 

23.1 

9.9 

6.4 

6.4 

登載業務委託先（印刷会社）

学協会事務局

編集委員

編集委員長

その他
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■「組版」の作業担当者

●「組版」の作業担当者は、「印刷会社など外部業者」が75.8％と最も高く、次いで「組版を実施していない」
の11.8％、学協会関係者の9.8％の順に続いている。

Q8  貴誌で「組版」の作業を実施している場合、作業担当者を選んでください。【1つ選択】

単位：％N=942

75.8 

11.8 

9.8 

2.7 

印刷会社など外部業者

組版を実施していない

学協会関係者

その他
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■全文XML登載状況

●全文XML登載状況については、「全文XML登載をしていない」が69.5％と最も高く、次いで「全文XML登
載をしている」の26.5％、「全文XML登載を現在はしていないが、移行することが決まっている」の3.9％の順に
続いている。

Q9 貴誌の全文XML登載状況について最もあてはまるものを選んでください。【1つ選択】

単位：％N=942

69.5 

26.5 

3.9 

全文XML登載をしていない

全文XML登載をしている

全文XML登載を現在はしていないが、移行することが決まっている
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■J-STAGEが提供する全文XML作成ツール利用状況

●J-STAGEの全文XML作成ツール利用状況は、「利用している・する予定」が61.7％と最も高く、次いで「利
用していない・しない予定」の38.3％であった。

Q9-1 J-STAGEが提供している「全文XML作成ツール」を利用して全文XML登載をしていますか、または利用する予定ですか。【1つ
選択】

単位：％N=287

61.7 

38.3 

利用している・する予定

利用していない・しない予定
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■どのようなツールを利用して全文XML登載をしているか、またはする予定か

●どのようなツールを利用して全文XML登載をしているか、またはする予定かは、「印刷会社のツール」が
85.5％と最も高く、次いで「学会独自のツール」の5.5％の順に続いている。

Q9-1-1  どのようなツールを利用して全文XML登載をしていますか、またはする予定ですか。【1つ選択】

単位：％N=110

85.5 

5.5 

9.1 

印刷会社のツール

学会独自のツール

その他
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■J-STAGEが提供する全文XML作成ツールにどのような改善がされればより使いやすくなる、または使いたいと思うか

●J-STAGEの全文XML作成ツールにどのような改善がされればより使いやすくなる、または使いたいと思うかは、「使い方に関す
る詳しいサポートが提供される」が28.6％と最も高く、次いで「XMLを直接編集しなくても図や画像の細かい調整などが可能と
なる」の24.4％、「全文HTML表示画面でワープロのように自由度の高い編集が可能となる」の20.6％の順に続いている。
「特に希望は無い」は52.6％であった。

Q9-2 J-STAGEが提供している「全文XML作成ツール」にどのような改善がされればより使いやすくなる、または使いたいと思いますか。 

登載作業者の意見を聞いてお答えください。【複数選択可】

単位：％N=287

28.6 

24.4 

20.6 

19.5 

52.6 

4.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

使い方に関する詳しいサポートが提供される

XMLを直接編集しなくても図や画像の細かい調整などが可能となる

全文HTML表示画面でワープロのように自由度の高い編集が可能となる

対応する原稿ファイル形式が増える

特に希望は無い

その他
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■論文の根拠となる研究データの公開についての考え

●論文の根拠となる研究データの公開についての考えは、「著者が希望するなら公開してもよい」が32.6％と
最も高く、次いで「ジャーナルとして公開を推奨すべき」の22.9％、「ジャーナルとして公開の必要はない」の
5.6％の順に続いている。
「とくに考えはない・わからない」は34.1％であった。

Q10 論文の根拠となる研究データの公開について、どのように考えていますか。【1つ選択】

単位：％N=942

32.6 

22.9 5.6 

4.8 

34.1 著者が希望するなら公開してもよい

ジャーナルとして公開を推奨すべき

ジャーナルとして公開の必要はない

ジャーナルとして公開を義務づけるべき

とくに考えはない・わからない
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■論文に付随する研究データの保存・公開等について投稿規程等で定めているか

●論文に付随する研究データの保存・公開等について投稿規程等で定めているかは、「定める予定はない」が
48.0％と最も高く、次いで「検討中」の37.3％、「定めている」の10.6％の順に続いている。

Q11 論文に付随する研究データの保存・公開等について投稿規程等で定めていますか。【1つ選択】

単位：％N=942

48.0 

37.3 

10.6 

4.1 

定める予定はない

検討中

定めている

今後定める予定
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■J-STAGE Dataの利用状況

●J-STAGE Dataの利用状況は、「利用は考えていない」が39.7％と最も高く、次いで「利用を考えている」の
10.4％、「利用している」の5.4％の順に続いている。
「わからない」は44.5％であった。

Q12 J-STAGE Dataを利用していますか。【1つ選択】

単位：％N=942

39.7 

10.4 
5.4 

44.5 

利用は考えていない

利用を考えている

利用している

わからない
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■直近1年間にアップデートを行ったJ-STAGEの機能や公開画面の表示のうち、知っていたもの

●J-STAGEで直近1年間にアップデートを行った機能や公開画面の表示のうち、知っていたものは、「バーチャルイシュー機能（公開済み論文
を選定し、新たにバーチャルイシューとしてまとめて紹介する）」が17.5％と最も高く、次いで「早期公開記事の表示改善（本公開済みの早
期公開記事の書誌画面に、本公開記事があることを示す文言を大きく表示）」の15.5％、「書誌情報追加および画面表示改修
（GraphicalAbstractのキャプションの情報登録、画面表示を追加）」の10.7％の順に続いている。
「どれも知らなかった」は67.7％であった。

Q13 直近1年間にアップデートを行ったJ-STAGEの機能や公開画面の表示のうち、知っていたものを選んでください。【複数選択可】

単位：％N=942

17.5 

15.5 

10.7 

67.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

バーチャルイシュー機能

（公開済み論文を選定し、新たにバーチャルイシューとしてまとめて紹介する）

早期公開記事の表示改善

（本公開済みの早期公開記事の書誌画面に、本公開記事があることを示す文言を大きく表示）

書誌情報追加および画面表示改修

（GraphicalAbstractのキャプションの情報登録、画面表示を追加）

どれも知らなかった
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■政府の即時オープンアクセス対応状況

●政府の即時オープンアクセス対応状況については、「オープンアクセス誌（OA誌）であることを明示している」
が36.0％と最も高く、次いで「対応を検討している」の33.5％、「対応しない」の25.3％の順に続いている。

Q14 貴誌の政府の即時オープンアクセス対応状況についてあてはまるものを選んでください。【1つ選択】

単位：％N=942

36.0 

33.5 

25.3 

5.2 

オープンアクセス誌（OA誌）であることを明示している

対応を検討している

対応しない

OA誌ではないがグリーンOA※対応を明示している

（※著者が機関リポジトリなどで著者最終稿を無料公開する。）
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■エンバーゴ期間・認証の設定

●エンバーゴ期間・認証の設定については、「（冊子体発行あり）公開エンバーゴ・認証エンバーゴ共に設定し
ていない」が35.7％と最も高く、次いで「（冊子体発行なし）認証を設定していない」の25.6％、「（冊子体
発行あり）公開エンバーゴのみ設定している」の19.9％の順に続いている。

Q14-1 貴誌のエンバーゴ期間・認証の設定についてあてはまるものを選んでください。【1つ選択】

単位：％N=554

35.7 

25.6 

19.9 

8.5 

5.4 

4.9 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

（冊子体発行あり）公開エンバーゴ・認証エンバーゴ共に設定していない

（冊子体発行なし）認証を設定していない

（冊子体発行あり）公開エンバーゴのみ設定している

（冊子体発行あり）認証エンバーゴのみ設定している

（冊子体発行あり）公開エンバーゴ・認証エンバーゴ共に設定している

（冊子体発行なし）認証を設定している
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■APC（論文掲載料）の設定状況

●APC（論文掲載料）の設定状況については、「APC（論文掲載料）を設けていない」が58.7％と最も高
く、次いで「APC（論文掲載料）を設けている」の29.0％、「APC（論文掲載料）以外に著者に対して発生
する費用を設けている」の6.7％の順に続いている。

Q15 貴誌のAPC（論文掲載料）設定についてあてはまるものを選んでください。【1つ選択】

単位：％N=942

58.7 

29.0 

6.7 

5.6 

APC（論文掲載料）を設けていない

APC（論文掲載料）を設けている

APC（論文掲載料）以外に著者に対して発生する費用を設けている

上記にあてはまらない
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■著作権の規程

●著作権の規程については、「論文の著作権は貴誌が保有している」が77.0％と最も高く、次いで「論文の著
作権は著者が保有している」の18.8％の順に続いている。

Q16 貴誌の著作権の規程についてあてはまるものを選んでください。【1つ選択】

単位：％N=942

77.0 

18.8 

4.2 

論文の著作権は貴誌が保有している

論文の著作権は著者が保有している

上記にあてはまらない
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■査読方式

●査読方式については、「査読はシングルブラインド方式を採用している」が44.2％と最も高く、次いで「査読は
ダブルブラインド方式を採用している」の41.5％、「査読はオープン査読方式を採用している」の3.5％の順に続
いている。

Q17 貴誌の査読方式についてあてはまるものを選んでください。【1つ選択】

単位：％N=942

44.2 

41.5 

3.5 10.8 

査読はシングルブラインド方式を採用している

査読はダブルブラインド方式を採用している

査読はオープン査読方式を採用している

上記にあてはまらない
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■役に立ちそうなJ-STAGEの新たなサービス

●役に立ちそうなJ-STAGEの新たなサービスは、「全文の機械翻訳（日本語→英語・中国語、英語→日本
語）」が39.5％と最も高く、次いで「投稿審査システム（投稿に最低限必要な機能を有する基本的なシステ
ム）」の37.2％、「書誌事項(タイトル・抄録等)の機械翻訳（日本語→英語・中国語、英語→日本語）」
の36.3％の順に続いている。

Q18 貴誌にとって役に立ちそうなJ-STAGEの新たなサービスを選んでください。【複数選択可】

単位：％N=942

39.5 

37.2 

36.3 

33.9 

26.6 

23.2 

13.4 

10.7 

23.1 

0.3 

全文の機械翻訳（日本語→英語・中国語、英語→日本語）

投稿審査システム（投稿に最低限必要な機能を有する基本的なシステム）

書誌事項(タイトル・抄録等)の機械翻訳（日本語→英語・中国語、英語→日本語）

ジャーナルインパクトファクターの自動取得・表示

記事のレコメンド機能（閲覧者の関心が高い記事を分析し、自動で紹介する）

査読者候補を登録・検索できる機能

オルトメトリクス（SNSやメディアでの反響を示す指標）表示機能

AIを活用したチャット型FAQシステム

特になし・わからない

その他

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0
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■ダッシュボード機能の機能拡張について意見・希望

●J-STAGEのダッシュボード機能拡張についての意見・希望は、「被引用数の集計」が26.9％と最も高く、次いで
「一般的なウェブサイトの指標の集計（滞在時間、回遊状況、バナークリック回数など）」の12.0％、「高度な分
析（アクセスの国別内訳×アクセス数上位記事ランキングのクロス集計など）」の10.9％の順に続いている。
「特になし」は65.8％であった。

Q19 J-STAGEでは、登載誌発行機関向けに資料へのアクセス状況をグラフで可視化するダッシュボード機能を提供しています。本機

能の機能拡張についてご意見・ご希望があれば自由記述欄に具体的な内容を書いてください。【複数選択可】

単位：％N=942

26.9 

12.0 

10.9 

8.7 

8.2 

65.8 

1.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

被引用数の集計

一般的なウェブサイトの指標の集計（滞在時間、回遊状況、バナークリック回数など）

高度な分析（アクセスの国別内訳×アクセス数上位記事ランキングのクロス集計など）

オルトメトリクスの集計

自誌以外のジャーナルのアクセス状況を相互に参照できるようにする

特になし

その他
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■J-STAGEの運営する広報媒体・イベント等で取り上げてほしい内容

●J-STAGEの運営する広報媒体・イベント等で取り上げてほしい内容は、「著作権・CCライセンス」が42.1％
と最も高く、次いで「オープンアクセス」の35.9％、「J-STAGEの活用法」の34.1％の順に続いている。

Q20 J-STAGEの運営する広報媒体・イベント等で取り上げてほしい内容を選んでください。その内容について具体的な意見があれば

自由記述欄に書いてください。【複数選択可】

単位：％N=587

42.1 

35.9 

34.1 

26.2 

23.5 

22.0 

20.1 

16.2 

15.8 

4.8 

著作権・CCライセンス

オープンアクセス

J-STAGEの活用法

国際発信力強化につながるノウハウ

他ジャーナルの動向

海外の学術出版業界の動向

J-STAGEの外部サービスとの連携状況

全文XML化推進

J-STAGEの新機能開発状況

J-STAGEの不具合改修状況

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0
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■プレプリントサーバで公開された原稿について、その投稿を認めているか

●プレプリントサーバで公開された原稿について、その投稿を認めているかは、「認めていない」が41.3%と最も
高く、次いで「プレプリントが投稿されることを気にしていない」の27.0%、「認めている」の17.2%の順に続いて
いる。

Q21 プレプリントサーバで公開された原稿について、その投稿を認めていますか。【1つ選択】

単位：％N=942

41.3 

27.0 

17.2 

14.5 

認めていない

プレプリントが投稿されることを気にしていない

認めている

プレプリントが投稿されることを想定していない
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■Jxivが整備しているプレプリント許容リストへの誌名記載の意向

●Jxivが整備しているプレプリント許容リストへの誌名記載の意向は、「掲載を検討したい」が43.3%と最も高
く、次いで「掲載済み」の14.9%、「掲載したい」の13.5%の順に続いている。

Q21-1 Jxivが整備しているプレプリント許容リスト（https://jxiv.jst.go.jp/index.php/jxiv/announcement/view/4）へ貴

誌の誌名を掲載することができます。掲載への貴誌の意向を教えてください。【1つ選択】

単位：％N=141

43.3 

14.9 13.5 

4.3 

39.0 
掲載を検討したい

掲載済み

掲載したい

掲載は見送りたい

わからない



©Japan Science and Technology Agency 31

■プレプリントサーバで公開された原稿の投稿を認めていない現在の状況

●プレプリントサーバで公開された原稿の投稿を認めていない現在の状況は、「認める予定はない」が80.2%と
最も高く、次いで「検討している」の12.6%の順に続いている。

Q21-2 プレプリントサーバで公開された原稿の投稿を認めていない現在の状況を選んでください。【1つ選択】

単位：％N=389

80.2 

12.6 

7.2 

認める予定はない

検討している

その他
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■プレプリントの投稿を認めていない理由

●プレプリントの投稿を認めていない理由は、「査読方法がダブルブラインドのため」が31.4%と最も高く、次いで
「プレプリントの品質に懸念がある」の26.2%、「編集作業の手間が増える」の26.0%の順に続いている。

Q21-3 プレプリントの投稿を認めていない理由は何ですか。【複数選択可】

単位：％N=389

31.4 

26.2 

26.0 

19.0 

9.3 

18.0 

査読方法がダブルブラインドのため

プレプリントの品質に懸念がある

編集作業の手間が増える

査読期間が短く、論文の公開が早いため、プレプリントの利用は必要ない

ジャーナルの投稿数が減少する懸念がある

その他

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0
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■プレプリントに関する方針の投稿規定への記載状況

●プレプリントに関する方針の投稿規定への記載状況は、「明記する予定はない」が54.8%と最も高く、次い
で「明記するかどうか検討中」の23.1%、「明記している」の13.2%の順に続いている。

Q22 プレプリントに関する方針（認める、認めないに関わらず）の投稿規定への記載状況を選んでください。【1つ選択】

単位：％N=942

54.8 

23.1 

13.2 

2.1 
6.8 

明記する予定はない

明記するかどうか検討中

明記している

明記する予定である

その他
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■掲載する論文における、プレプリントの引用

●掲載する論文における、プレプリントの引用については、「引用することについて特に規定していない」が
70.9%と最も高く、次いで「許容していない」の11.9%、「許容している（プレプリントと査読論文を区別してい
ない）」の11.7%の順に続いている。

Q23 貴誌掲載の論文における、プレプリントの引用について選んでください。【1つ選択】

単位：％N=942

70.9 

11.9 

11.7 

5.5 

引用することについて特に規定していない

許容していない

許容している（プレプリントと査読論文を区別していない）

許容している（プレプリントと査読論文を区別している）
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